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はじめに

はるか南方にあった台風 13号が奄美付近に横たわっていた秋雨前線を刺激し、 2010年 10月、

奄美地方はかつてない記録的豪雨に見舞われた。総雨量は 18日の降り始めから 21日までの聞に

多いところで 800皿を超え(奄美市住用町891皿、龍郷町881皿)、住用町では最大 1時間雨量が

131皿 (20日12時から 13時)、 3時間雨量が 35佃m(20日10時から 13時)を記録した。この豪

雨で奄美大島の各所で河川の増水泡濫、斜面の崩壊、土石流による災害が発生した。奄美市住用

町では住用川が氾濫し、住宅の浸水で2人が犠牲になった。龍郷町では斜面の崩壊によって住宅

が全壊し、 1人が亡くなった。住家被害は全壊 10棟、半壊479棟、浸水(床上・床下)被害は

886棟に上った(鹿児島県災害対策本部、鹿児島県現地対策合岡本部報告 11月 26日現在)。被害

はさらに、産業(農業、水産業、商工業、観光業など)、医療・福祉、道路・交通、上下水道、電

気、通信など広い範囲に及んだ。道路の寸断による交通の途絶、通信基地の浸水等による通信の

途絶は集落の孤立化を招き、警戒避難対応、被災住民の救助や救急医療に大きな困難をもたらし

た。また、河川|における異常な出水と赤土を伴う土砂流出の影響は、河川・沿岸域の生態系に及

んでいる可能性があることが懸念された。

本調査研究は、豪雨災害による被害の実態を把握するとともに、災害のしくみと原因を探るこ

と、さらに今回の豪雨災害の実態を踏まえた防災対策と地域の復興策について提言することを目

的として実施したものである。災害が複合化し広範に及んだため、 5学部、 3大学院研究科、 3

共同教育研究施設の 11組織の教員 28名から成る調査チームを編成し、調査にあたった。

本報告書は、 2年度にわたって実施した調査研究の成果を取りまとめたものである。本調査研

究を実施するにあたって、吉田浩己学長、前田芳賞理事をはじめ大学当局には2年度にわたる調

査研究のための予算の確保や奄美市での「奄美防災シンポジウム」の開催などに多大の支援をい

ただいた。一般社団法人国立大学協会には、「国立大学フェスタ 2011 平成23年度防災・日

本再生シンポジウム」のもとで、「奄美防災シンポジウム」の開催を共催団体として支援していた

だいた。また、現地での調査や関連資料の収集、シンポジウムの開催については、鹿児島県、同

大島支庁、奄美市、龍郷町、大和村、奄美群島広域事務組合、南H本放送、南日本新聞社、南海

日H新聞社、奄美新聞社等の関係者の方々にたいへんお世話になった。ここに記して深く謝意を

表する次第である。

平成 24年 3月

鹿児島大学奄美豪雨災害調査委員会

代表下川悦郎
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